


医師紹介

リハビリテーション部長　木村 貴弘

医師のご紹介

内科　木村 竜也

　昨年12月よりリハ

ビリテーション部で勤

務させていただいてお

ります。以前は脳外科

医として、脳血管障害

や脳脊髄腫瘍などを

はじめとした疾患に手

術を通して力を注いで

きました。現在はあらゆる疾患の機能障害の患者様に、

リハビリという形での機能回復に取り組んでおります。

　最近改めて感じますのは、体力と同様に心の力も無

尽蔵ではないということです。社会保障整備の不十分

さも一因ではありますが、このストレス社会の中では身

体に障害を持った方やそのご家族は、少なからずの心

の支えを必要としております。曇った心のレンズを通し

ての身体リハビリは、目標とする機能改善レベルにま

でなかなかたどりつきません。納得していただける障

害レベルを計る一方で、心の曇りは外から見えにくい

だけに我々が気を付けなければならないことと感じて

います。

　幸い本院は、澄み渡る空気に包まれた緑と遠い山々

まで透き通るような青空という自然環境の中に、共存

するかのように優しく存在しております。この自然環境

も織り交ぜながら心身共にリハビリ医療を繰り広げ、さ

らに近隣の急性期病院、そして開業医の先生方と地域

の連携を図りながら、今ここにある医療資源をさらに活

用拡大し、役立てていければと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

　本院に勤めて13年になりました。その前は大学院で

研究生活を送っていましたが、その時からご縁があり

時々伺っておりました。今の新しい建物はもちろん、西

側の2階建ての内科病棟もない時代です。長い歴史を

感じられる木造の建物でした。何もかもアンティークで、

なぜか魅かれずにはいられませんでした。

　騒々しい市街の雑踏でストレスにまみれた心と体は、

河川を二つ渡るうちに洗われ、田畑の緑風で浄化されま

した。青翠の山林と清流の間の道をマイナスイオンを浴

びながら上っていくと、舞原という優雅な名称の高地に

出ます。天女が舞うのか妖精が舞うのか、澄んだ空気と

広い空の下、ゆったりとした佇まいの病院に入ると、柔

和な職員さんたちが笑顔で迎えてくれる、そんな優しい

世界がそこにありました。そのころ、医療を人生という観

点から考え直していた

私は、病気全般を広く

扱いたいと思い、日本

内科学会から内科専門

医の認定を受けており

ました。ことに長い人

生を歩んで来られたご

高齢の方には、いくつ

もの疾患があって全身的な機能低下が潜在しています。

「木を見て森を見ず」「群盲象を撫ず」ではない医療。さ

らにその人の人生まで考える。それができるのがここだ

と思いました。今でもそう思っています。

自然融和・地域連携によるリハビリ医療を目指して

患者様の人生を考える医療

ぐんもうぞう な



　皆様こんにちは。今回は外来を

ご紹介いたします。

　本院外来は、内科・神経内科・

呼吸器内科・消化器内科・外科・

整形外科・リハビリテーション科・皮膚科・精神科の診療科

を有しています。平成23年5月からは神経内科医が3人

体制となり、月曜から金曜まで神経内科医が診療してい

ます。

　内視鏡室では、胃内視鏡検査（苦痛の少ない経鼻方式）

や嚥下困難があり、経口的に食事摂取ができない患者様

の胃瘻造設も行っています。平成23年4月から人間ドック

事業も開始しておりますので、ぜひご利用ください。

　在宅支援では内科・精神科の訪問看護を行っており、居

宅介護支援事業所、通所リハビリ、各種デイサービス職員

と連携を図りながら、患者様やご家族のニーズに合わせた

支援を提供し、安心して在宅生活が送れるよう取り組んで

おります。昨年より在宅看護論実習生を受け入れ、一緒に

患者様の自宅を訪問させていただいています。

　私たち外来職員は、地域の皆様から信頼される外来づ

くりを目指しています。明るく開放感のある外来ホールで、

元気に笑顔で接し、患者様やご家族の話をしっかり聞きな

がら心のこもった対応を心掛けています。これからも患者

様に安心して、診察、検査、治療を受けていただけるよう

職員一同、力を合わせ頑張っていきたいと思います。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

外来師長　
野口 順子

外来

地域医療部

　地域医療部はさまざまな相談

の窓口を担っており、部長（副院

長）、室長看護師１名、医療ソー

シャルワーカー２名、精神科

ソーシャルワーカー２名で構成された部署です。福祉の

専門家であるソーシャルワーカー（相談員）は福祉の立

場から、患者様またはご家族の抱える悩みや不安など

さまざまなご相談に応じ、問題解決に向けたお手伝いを

します。相談内容としては、外来受診に関する相談や、

入院、転院について、退院後の生活に関する相談、生活

上のお悩み、病院や地域で利用できる制度（介護保険、

各種障害者手帳、医療費減額など）があります。相談

は無料で行い秘密は厳守しますので、ささいなことでも

お気軽にご相談ください。

　また、精神科ソーシャルワーカーは、上記内容の相談

支援以外に、外来と連携して訪問看護も行なっていま

す。病気を持ちながら地域で生活している患者様のご

自宅などを看護師と訪問し、家庭や地域社会で安心して

生き生きと自分らしく生活していくために、困っている

ことや悩み事の相談相手として、生活全般の支援をして

います。

　当院の地域医療室は、若いパワーとフットワークの軽さ

が強みです。今年は院内外を問わず、「顔の見える連携」

を目標としています。誰でも気軽に相談できる、いつでも

誠意ある対応で選ばれる病院を目指し、スタッフ全員

努めてまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいた

します。

地域医療室長　
米原 ひとみ

えんげ

いろう



当院の全職員を対象に毎回多彩なテーマについて研修会を開催しております。

職員個々の職務の立場から講義内容を捉え、知識・技能を習得し日々の業務に役立てています。

脳卒中の診断、治療、予防について

院内研修、開催中。

院長自ら専門の神経内科
領域のテーマについて、
業務に直結する内容を詳
細かつ分かりやすく講義

　西2病棟は昨年4月より、院長をはじめ神経内科

の先生方が常勤されるようになり、特定疾患や神経

難病の患者様の入院が多くなりました。そこで、特殊

疾患について身体症状を理解する必要性を感じ、神

経内科の先生方に毎月研修会を開催していただい

ています。また、多職種の職員も参加できるように、

研修会は多目的ホールで行っています。特に院長先

生の講義は大学病院でもなかなか聞くことのできな

い貴重な講義ですので、講義を受ける私たちも緊張

いたしました。研修会では、脳血管疾患やパーキンソ

ン病、筋萎縮性側索硬化症などについて知識を深め

ることができました。この研修会で学んだことを基に

患者様に貢献できるよう努力いたします。

西2病棟 看護師
清崎 明美

内野先生の
研修会に参加して 緊急時における応急処置

～転倒転落症例を中心に～

城南病院 院長

内野 誠 先生

独立行政法人国立病院機構
熊本南病院 救急部長

髙井 英二 先生

テーマ

テーマ



毎回皮膚科領域の中でも、
紫外線、爪、カビ、ノミ・シラ
ミといった身近なテーマを
冗談を交えなが講義いた
だきます

医療安全研修会の一環で
講義いただきました。実写
スライド、マニュアル図解
を多数紹介いただきました

　本院の安全管理については委員会およびリスクマネ

ジメント部会がそれぞれ毎月開かれ、ヒヤリハット事例、

事故事例を検討し、また各部署のラウンドを行なっていま

す。この中で頻度が高いものが転倒・転落です。髙井先生

の講義はタイムリーで有益なものでした。外科部長、救急

部長の立場から転倒時の合併症、特に高齢者の障害の

特徴の説明がありました。現場での対応はまず、①意識

があるか ②けがはしていないか ③手足は動くかを観察

し応急処置をすること。特に注意を要するのは頭部打撲

で、患者様が服用している薬によっては、その場だけでな

い経時的な観察の必要性があることを強調されました。

最後に、我々医療従事者が知っておくべき救急処置の

BLSについても話があり、事務やリハビリテーション部

職員にとっても大変有意義な研修会となりました。

副院長
松村 克己

髙井先生の「緊急時における
応急処置」を受講して

　小野先生の皮膚科の講義は毎月1回、全職員を対

象に行なっていただいております。毎回テーマを絞っ

ての講義は、分かりやすく楽しい講義で職員にも大変

人気です。テーマ以外に、肌の手入れなどについて質

問が出ることもありますが、とても分かりやすく答えて

いただけることも人気の一因だと感じます。総務経理

課で物品購入を担当している私の印象に残っている

のは、医療用手袋が過敏症の原因になる可能性があ

るというお話です。職員の手は処置後の消毒や手洗い

で酷使されます。また、肌が弱い患者様にも影響する

ことなのでご迷惑をお掛けしないよう、新しい手袋を

選定する視点として大変勉強になりました。小野先生

は書籍も多く執筆されていますのでご一読いただけ

れば講義の楽しさを理解していただけると思います。

総務経理課
堤 和夫

小野先生の
皮膚科講義を受講して

アナフィラキシーショック
～特にラテックスによる～

熊本保健科学大学 学長
当院顧問

小野 友道 先生

テーマ



　去る1月23日（月）、熊本市城南町老連

女性部の皆様をお招きし、健康教室ならび

に施設見学会を開催しました。普段の出前

健康教室とは趣きを変えて、健康運動に続

き女性向けにアロマを使ったリラクゼー

ションに関する題材も盛り込みました。

　当日は研修会場や施設見学の途中で、「○十年前までここに

勤めとったけどきれいになったね」、「昔ここにあった小学校に

行きよった」といった声や、当院職員に対して「○○ちゃんだ

ろ！３０年ぶり」などといった声が聞かれ、和やかな雰囲気の中、

病院施設、在宅ケアセンター、中庭、グラウンドなどをご見学い

ただきました。なにぶん初の催しのため、行き届かない点も多々

ございましたが、地域の皆様方と直接お話しでき、触れ合いの

場として良い機会となりました。

総務経理課　勝木 俊夫
城南病院施設見学会を
開催しました

あれこれ

当院施設見学会の様子と、この春オープンする

施設についてご紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

在宅ケアセンター（上）、
本館外来（右）などを見
学していただきました

健康教室の後、アロマ
の香りの漂う中でしょ
うが湯を飲みホッと
一息

　去る１月２３日（月）、城南町老連女性部研修を貴院にお願いいたしましたところ、快くお引き受けいただきありがとうございました。
　ここ数年、研修は老人福祉センターにおいて、地区ごとの活動状況の報告を中心に行なっておりましたが、今年は趣向を変えて、城南病院に出向いての研修を取り入れさせていただきました。それと言いますのも、年をとればみんな通る道です。これからの人生、施設選びなど参考になるのではと考えました。
　女性部28名、老連会長はじめ役員６名、社協支所長・富嶋様にもご出席いただき、総勢35名でおじゃましました。研修ホールでの健康体操、女性部の研修という事でハーブの勉強などさせていただき、また心のこもったおもてなしを受け、最後に施設を細部まで見学させていただき感謝に堪えません。研修後の反省会では、参加の方々より大変素晴らしい研修だったと喜ばれました。病院のスタッフの皆様によろしくお伝えください。　今後老連としていろいろお世話になる事と存じますが、よろしくお願いいたしましてお礼の言葉といたします。

城南町老連女性部長　川部 枝子



　 じゃがいも、にんじ

んは一口大に切り、米

は洗っておく。

　

　 鍋にじゃがいも、

にんじん、米、分量の

水の1/2～1/3を入れ

て軟らかくなるまで

煮る。

　
　 2.を米の粒が無く
なるまでしっかりとミ

キサーにかける。

甘みたっぷりのにんじんポタージュは野
菜が苦手な人にもおすすめ。抗酸化ビタ
ミン、食物繊維たっぷりのスープです。

●にんじん…120ｇ（１本）
●じゃがいも…80ｇ（１個）　●パセリ…少々
●精白米…10ｇ（大さじ１弱）　●水…320cc
●牛乳…80cc　●生クリーム…12cc
●塩…小さじ1/4　●こしょう…少々
●コンソメ…１個　●バター…８ｇ

　 鍋に移し3.と残り
の水、牛乳を入れ弱火

で混ぜながら温め、調

味料で味を調える。

　 最後に生クリーム、

バターを入れ風味付

けをする。 器につぎ分

けて、仕上げにパセリ

を散らす。

 （1人分：80kcal）

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分）
にんじんはカロチンが豊富な緑黄色野菜の王様！
カロチンは抗酸化作用、体の抵抗力を高め、さらに
がん予防に効果があるといわれています。皮に近い
方がカロチンを多く含んでいるので、ごく薄めにむ
きましょう。小麦粉ではなくご飯でとろみ
を付けた優しい味わいのスープです。

総務経理課　松尾 英明

あれこれ

　現在、当院北館を改装し「住宅型有料

老人ホーム まいのはら」の4月中旬開業

の準備を行っております。

　居室数は個室40部屋、ご夫婦で利用

可能な部屋が3部屋ございます。病院と

隣接する老人ホームのため、入居者様や

ご家族に毎日の安心をお届けいたします。

　同じく４月中旬開設に向けて、「通所リハビリセンター なごみ」内

の一部を改装し、機能訓練室を拡張して「地域リハビリテーションセ

ンター」の開設準備を行なっております。患者様および利用者様の

ニーズに合ったリハビリのご利用を案内できることとなります。

　工事期間中は患者様をはじめ、来院される皆様、周辺にお住ま

いの皆様方にはご不便・ご迷惑お掛けいたしましたが、今後もより

一層地域の皆様方のお役に立てる施設となるよう、ハード・ソフト

両面の充実、質の向上を目指してまいります。

城南病院内
新規施設開設のご案内

「住宅型有料老人ホーム
まいのはら」外観

「北館」：改装して「住宅型
有料老人ホーム まいのは
ら」へ
「在宅ケアセンター なごみ
南館」：館内に「地域リハ
ビリテーションセンター」を
開設

管理栄養士　南部 美由紀

西館

リハビリ館

北館

南館

本館

在宅ケアセンター
なごみ南館




